
 

山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱 

 

（ 趣旨）   

第１ 条 こ の要綱は、  部活動改革及び地域ク ラ ブ活動の推進等に関する 総合的なガイ ド ラ

イ ン 」（ 令和７ 年１ ２ 月文部科学省策定） に掲げる  地域ク ラ ブ活動に関する 認定制度」

に基づき 、 こ の市が行う 地域ク ラ ブ活動の認定 （ 下「  認定」 と いう 。） に関し 必要な事

項を 定める も のと する 。  

 （ 定義）  

第２ 条 こ の要綱において 認定地域ク ラ ブ 活動」 と は、 山形市内の中学校に在籍する 生

徒を 主な対象と する 地域ク ラ ブ活動のう ち 、 認定を 受けた地域ク ラ ブ活動を いう 。  

（ 認定要件）   

第３ 条 認定の要件及びその内容（ 下「  認定要件」 と いう 。） は、 別表のと おり と する 。 

（ 認定の申請）   

第４ 条 認定を 受けよ う と する 地域ク ラ ブの運営団体の代表者（ 下「  認定申請者」 と い

う 。） は、 認定地域ク ラ ブ活動認定申請書兼誓約書（ 別記様式第１ 号）、 認定地域ク ラ ブ

活動認定要件確認書（ 別記様式第２ 号） 及び指導者誓約書（ 別記様式第３ 号） に必要な

書類を 添えて市長に提出し なければなら ない。   

（ 認定の手続）   

第５ 条 市長は、 前条の規定によ る 申請があっ たと き は、 申請の内容を 審査し 、 認定の可

否を 決定する も のと する 。  

２  市長は、 前項の規定によ る 申請内容の審査に当たっ ては、 認定申請者から 意見等を 聴

取し 、 又は認定申請者に対し て必要な書類の提出を 求める こ と ができ る 。  

３  市長は、 第１ 項の規定によ る 審査の結果、 認定を 行う こ と と し たと き は、 認定地域ク

ラ ブ活動認定通知書（ 別記様式第４ 号） によ り 当該認定申請者に通知する も のと する 。  

４  市長は、 第１ 項の規定によ る 審査の結果、 認定を 行わないこ と と し たと き は、 認定地

域ク ラ ブ活動不認定通知書（ 別記様式第５ 号） によ り 当該認定申請者に通知する も のと

する 。  

（ 認定の有効期間）  

第６ 条 認定の有効期間は、 最長で認定の効力の発生日から その日の属する 年度の翌々年

度の末日までと し 、 その期間内において市長が定める 期間と する 。  



 

（ 指導、 助言等）  

第７ 条 市長は、 認定地域ク ラ ブ活動の運営団体（ 下「  認定団体」 と いう 。） から 認定地

域ク ラ ブ活動に係る 定期的な報告を 受ける と と も に、 必要に応じ て意見等の聴取及び現

地確認を 行う こ と によ り 、 認定地域ク ラ ブ活動の活動状況等を 把握し 、 必要な指導、 助

言等を 行う も のする。  

（ 変更の届出）  

第８ 条 認定団体は、 第４ 条の規定によ り 申請し た内容のう ち 認定に係る 事項に変更が生

じ たと き は、 認定地域ク ラ ブ活動変更届出書（ 別記様式第６ 号） によ り 速やかに市長に

届け出なければなら ない。 ただし 、 その変更が軽微な場合は、 こ の限り でない。  

（ 休止又は廃止の届出）  

第９ 条 認定団体は、 認定地域ク ラ ブ活動を 休止し よ う と する と き は、 速やかに認定地域

ク ラ ブ活動休止届出書（ 別記様式第７ 号） によ り 市長に届け出なければなら ない。  

２  認定団体は、 認定地域ク ラ ブ活動を 廃止し よ う と する と き は、 速やかに認定地域ク ラ

ブ活動認定廃止申出書（ 別記様式第８ 号） によ り 市長に申し 出なければなら ない。  

（ 認定の取消し ）   

第１ ０ 条 市長は、 認定団体が次の各号のいずれかに該当する と 認めら れる と き は、 認定

を 取り 消すも のと する 。   

 （ １ ）  不正な手段等によ り 認定を 受けたと き 。  

 （ ２ ）  認定要件を 満たさ なく なっ たと き 、 又は第７ 条の規定によ る 指導、 助言等によ っ て

も 活動状況等の改善を 期待する こ と ができ ないと き 。  

 （ ３ ）  前条第２ 項の規定によ る 申出があっ たと き 。  

２  市長は、 前項の規定によ り 認定を 取り 消し たと き は、 認定地域ク ラ ブ活動認定取消通

知書（ 別記様式第９ 号） によ り 、 当該認定団体に通知する も のと する 。  

 （ その他）  

第１ １ 条 こ の要綱に定める も ののほか、認定に関し て必要な事項は、市長が別に定める 。  

附 則  

 こ の要綱は、 令和８ 年６ 月１ ５ 日から 施行する 。  

  



 

別表（第３条関係） 

山形市認定地域クラブ活動認定要件 

事項 認定要件 内容 

１ 活動の目的・理念 学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展

させた活動であり、生徒が身近な地域で希望する

活動に主体的に参加することができるようにす

ることで、豊かで幅広い活動機会の保障に寄与す

るものであること。 

 

⑴ 生徒の自主的・主体的な参加による活動であり、競技性や成果のみに偏重するのではなく、生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親

しむ機会を確保し、生涯にわたってスポーツや文化芸術を楽しみ、豊かに関わるために必要な資質・能力等を育てることを目指した活動で

あること。 

⑵ 山形市内の中学校に在籍する生徒を主な対象とした活動であり、営利目的やチーム力強化等の観点から広域に生徒を集めるものでないこ 

と。 

⑶ 入団テスト等の選抜を行わず、参加を希望する生徒を広く受け入れること。※１ただし、クラブの運営又は生徒の安全管理上の観点から、

規約等により生徒の参加人数や募集対象地域等を設けて活動するクラブについては、この限りでない。 

２ 活動時間・休養日 適切な活動時間や休養日が設定されていること。 ⑴ 活動時間は、平日は 1 日おおむね２時間以内、休日は１日おおむね３時間以内とすること。※２ 

⑵ 週２日以上の休養日を設定すること。また、原則として土日のどちらかを休養日に設定すること。 

⑶ 年間の活動計画（活動日、休養日、参加予定大会の日程等）及び毎月の活動計画（活動日時及び場所、休養日、大会参加日等）を策定

し、公表していること。 

３ 参加費等 活動の維持・運営に必要な範囲で、可能な限り低

廉な参加費等が設定されていること。 

地域クラブ活動の維持及び自立した運営に必要な範囲で可能な限り低廉な参加費等を設定し、年間収支予算を編成していること。 

４ 指導体制 適切な指導の実施体制が確保されていること。 ⑴ 地域クラブ活動において指導を行う人材（以下「指導者」という。）は、生徒に対する暴力・暴言・ハラスメント、いじめ、無視等の行

為が許されない行為であることを理解し、自らこうした行為を行わないこと。 

⑵ 指導者は、あらかじめ市長が指定する講習を受講すること。※３ 

⑶ 指導を行う際は、持続的・安定的な活動を確保するとともに、事故や暴力・暴言・ハラスメント等の不適切行為を防止する観点から、原

則として、指導者又はその補助を行う人材等、複数の者が指導に携わること。 

５ 安全確保 適切な安全確保の体制が確保されていること。 ⑴ 山形県における部活動改革及び地域クラブ活動に関する総合的なガイドライン（令和８年３月山形県教育委員会策定）を遵守し、生徒の

発達段階や健康の状態、気温や湿度、暑さ指数（ＷＢＧＴ）等の環境を考慮の上、適切な指導内容や活動時間、休息時間、水分補給の機会

等を設定するとともに、活動場所の管理主体と連携した施設・設備・用具の点検等を行い、事故防止を徹底すること。 

⑵ 地域クラブ活動の運営団体において、あらかじめ事故等が発生した場合の対応や責任関係等を明確化していること。 

⑶ 保護者及び関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を行い、事故発生時の対応を適切に行うこと。 

⑷ 生徒及び指導者が、自身の怪我等を補償する保険や個人賠償責任保険に加入していること。 

６ 運営体制 適切な運営体制が確保されていること。 ⑴ 次の内容を含む規約等を作成・公表していること。また、関係法令を遵守するとともに、規約等に基づき適切な運営が行われているこ

と。 

・団体の目的 

・役員（代表、副代表、会計及び監事）の選任・解任に関すること。 

・総会の運営など団体の意思決定に関すること。 

・会員の入退会、参加費等に関すること。 

・予算及び決算の審議並びに承認に関すること。 

⑵ 公正かつ適切な会計処理が行われ、透明性を確保するために関係者に対する情報開示が適切に行われていること。 

⑶ 営利を主たる目的とせずに運営されていること。 

⑷ 大会、コンクールに参加する場合には、その運営に積極的に協力すること。 

７ 学校等との連携 学校等との連携が適切に行われていること。 ⑴ 地域クラブ活動の活動方針や指導方針、スケジュール等を生徒の在籍する中学校等と必要に応じて共有すること。 

⑵ 生徒の活動状況や活動実績等の情報について、生徒の在籍する中学校等と必要に応じて共有するとともに、適切に管理すること。その際

は、生徒の在籍する中学校等と必要に応じて情報を共有することについて、生徒の保護者の同意を得ること。 

⑶ 市が学校と連携して生徒、保護者等に対する情報提供等（小学校高学年時の体験会、中学校等の入学時のオリエンテーション、アプリな

どによる地域クラブ活動の実施状況等の情報提供等）を円滑に行うことができるよう、必要な協力を行うこと。 

⑷ 活動場所として学校施設を活用する場合や希望する教員等による兼職兼業が行われる場合等には、その円滑な実施のため、市や学校との

必要な連絡調整を行うこと。 

※１ 部活動の地域展開は、障がいのある生徒や運動・文化芸術活動が苦手な生徒等を含め、全ての生徒がそれぞれの希望に応じて多種多様な活動に参加することができる環境を整備することを理念としていること

を十分に踏まえて対応すること。 

※２ 上記の活動時間は、通常の練習の活動時間であり、大会、練習試合、合宿等における活動時間は、この限りでない。ただし、生徒の過度な負担とならないようにすること。 

※３ 指導者は、市長が指定する講習を受講した後に受講報告書を提出すること。 

 



 

別記 

様式第 1 号（ 第４ 条関係）  

   年  月  日 

  

（ 宛先） 山形市長 

 

     団体名               

代表者氏名             

 

認定地域ク ラ ブ活動認定申請書兼誓約書 

 

認定地域ク ラ ブ活動の認定を 受けたいので、 次の事項を 誓約の上、 山形市認定地域ク ラ

ブ活動の認定に関する 要綱第４ 条の規定によ り 申請し ます。  

 

（ 誓約事項）  

１  認定地域ク ラ ブ活動の認定要件を 遵守し 、 本申請書及び別紙に記載し た内容に沿っ て

活動を 行います。  

２  申請内容のう ち 認定に係る 事項に変更（ 軽微な変更を 除く 。） が生じ たと き は、 速や

かにその旨を 市長に届け出ます。  

３  市長から の指導、 助言等があっ た場合は、 真摯に対応し ます。  

  



 

別紙 

１  団体の名称  

２  地域ク ラ ブ活動の名称  

３  代表者氏名  

４  
住所又は所在地及び連絡

先 

〒 

 

TEL   ：  

E-mai l ：  

５  活動種目 
 

 

６  指導者情報 

氏名 年齢 保有資格 指導歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  参加者数 全体   名（ う ち 中学生    名）  

８  募集対象者 小学生未満  小学生  中学生  高校生  成人 

９  募集対象区域（ エリ ア）   

10 活動時間及び活動場所 

 

 

 

11 
休日の中学校施設優先

使用 

【 土日曜日】  

希望する  / 希望し ない （ ○を 付ける ）  

※時間帯について 

①9 ： 00～12 ： 00 ②12 ： 00～15 ： 00 ③15 ： 00～18 ： 00 

 

【 祝日】  

希望する  / 希望し ない （ ○を 付ける ）  

 

 第一希望 第二希望 

学校名 中学校 中学校 

希望施設 

体育館・ 柔道場 

剣道場・ 屋内その他 

グラ ウン ド  

テニスコ ート  

音楽室・ その他教室 

体育館・ 柔道場 

剣道場・ 屋内その他 

グラ ウン ド  

テニスコ ート  

音楽室・ その他教室 

曜日 土曜日・ 日曜日 土曜日・ 日曜日 

時間帯 ① ・  ② ・  ③ ① ・  ② ・  ③ 

12 
参加費、 保険料その他 

受益者負担 

休日のみの活動 ・  平日を 含んだ活動 

参加費：      円／月又は年額    円 

保険料：      円／年 

その他：      円／年 



 

13 添付書類 

⑴ 団体の規約又は会則等 

⑵ 地域ク ラ ブ活動の活動計画書 

⑶ 地域ク ラ ブ活動に係る収支計画書 

14 参加者内訳 

№ 学校名 学年 人数 

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第２ 号（ 第４ 条関係）  

 

認定地域ク ラ ブ活動認定要件確認書 

 

１  学校部活動が担っ てき た教育的意義を 継承・ 発展さ せた活動であり 、 生徒が身近な地

域で希望する 活動に主体的に参加する こ と ができ る よ う にする こ と で、 豊かで幅広い活

動機会の保障に寄与する も のである こ と 。  

⃞ 生徒の自主的・ 主体的な参加によ る 活動であり 、 競技性や成果のみに偏重する ので

はなく 、 生徒が継続的にスポーツ ・ 文化芸術活動に親し む機会を 確保し 、 生涯にわ

たっ てスポーツ や文化芸術を 楽し み、 豊かに関わる ために必要な資質・ 能力等を 育

てる こ と を 目指し た活動である こ と 。  

⃞ 山形市内の中学校に在籍する 生徒を 主な対象と し た活動であり 、 営利目的やチーム

力強化等の観点から 広域に生徒を 集める も のでないこ と 。  

⃞ 入団テスト 等の選抜を 行わず、 参加を 希望する 生徒を 広く 受け入れる こ と 。 ただ

し 、 ク ラ ブの運営又は生徒の安全管理上の観点から 、 規約等によ り 生徒の参加人数

や募集対象地域等を 設けて活動する ク ラ ブについては、 こ の限り でない。  

 

２  適切な活動時間や休養日が設定さ れている こ と 。  

⃞ 活動時間は、 平日は 1 日おおむね２ 時間下内、 休日は１ 日おおむね３ 時間下内と す

る こ と 。  

⃞ 週２ 日下上の休養日を 設定する こ と 。 また、 原則と し て土日のどち ら かを 休養日に

設定する こ と 。  

⃞ 年間の活動計画（ 活動日及び休養日、 参加予定大会の日程等） 及び毎月の活動計画

（ 活動日時及び場所、 休養日、 大会参加日等） を 策定し 、 公表し ている こ と 。  

 

３  活動の維持・ 運営に必要な範囲で、 可能な限り 低廉な参加費等が設定さ れている こ

と 。  

⃞ 地域ク ラ ブ活動の維持及び自立し た運営に必要な範囲で可能な限り 低廉な参加費等

を 設定し 、 年間収支予算を 編成し ている こ と 。  

 

４  適切な指導の実施体制が確保さ れている こ と 。  

⃞ 地域ク ラ ブ活動において指導を 行う 人材（ 下「  指導者」 と いう 。） は、 生徒に対

する 暴力・ 暴言・ ハラ スメ ン ト 、 いじ め、 無視等の行為が許さ れない行為である こ

と を 理解し 、 自ら こ う し た行為を 行わないこ と 。  

⃞ 指導者は、 あら かじ め市長が指定する 講習を 受講する こ と 。  

⃞ 指導を 行う 際は、 持続的・ 安定的な活動を 確保する と と も に、 事故や暴力・ 暴言・

ハラ スメ ン ト 等の不適切行為を 防止する 観点から 、 原則と し て、 指導者又はその補

助を 行う 人材等、 複数の者が指導に携わるこ と 。  

 

５  適切な安全確保の体制が確保さ れている こ と 。  

⃞ 山形県における 部活動改革及び地域ク ラ ブ活動に関する 総合的なガイ ド ラ イ ン （ 令

和８ 年３ 月山形県教育委員会策定） を 遵守し 、 生徒の発達段階や健康の状態、 気温

や湿度、 暑さ 指数（ ＷＢ Ｇ Ｔ ） 等の環境を 考慮の上、 適切な指導内容や活動時間、

休息時間、 水分補給の機会等を 設定する と と も に、 活動場所の管理主体と 連携し た

施設・ 設備・ 用具の点検等を 行い、 事故防止を 徹底する こ と 。  

⃞ 地域ク ラ ブ活動の運営団体において、 あら かじ め事故等が発生し た場合の対応や責

任関係等を 明確化し ている こ と 。  



 

⃞ 保護者及び関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を 行い、 事故発生時の対応を 適

切に行う こ と 。  

⃞ 生徒及び指導者が、 自身の怪我等を 補償する 保険や個人賠償責任保険に加入し てい

る こ と 。  

 

６  適切な運営体制が確保さ れている こ と 。  

⃞ 次の内容を 含む規約等を 作成・ 公表し ている こ と 。 また、 関係法令を 遵守する と と

も に、 規約等に基づき 適切な運営を 行う こ と 。  

・ 団体の目的 

・ 役員（ 代表、 副代表、 会計及び監事） の選任・ 解任に関する こ と 。  

・ 総会の運営など団体の意思決定に関する こ と 。  

・ 会員の入退会、 参加費等に関する こ と 。  

・ 予算及び決算の審議並びに承認に関する こ と 。  

⃞ 公正かつ適切な会計処理が行われ、 透明性を 確保する ために関係者に対する 情報開

示が適切に行われている こ と 。  

⃞ 営利を 主たる 目的と せずに運営さ れている こ と 。  

⃞ 大会、 コ ンク ールに参加する 場合には、 その運営に積極的に協力する こ と 。  

 

７  学校等と の連携が適切に行われている こ と 。  

⃞ 地域ク ラ ブ活動の活動方針や指導方針、 スケジュ ール等を 生徒の在籍する 中学校等

と 必要に応じ て共有する こ と 。  

⃞ 生徒の活動状況や活動実績等の情報について、 生徒の在籍する 中学校等と 必要に応

じ て共有する と と も に、 適切に管理する こ と 。  

その際は、 生徒の在籍する 中学校等と 必要に応じ て情報を 共有する こ と について、

生徒の保護者の同意を 得る こ と 。  

⃞ 市が学校と 連携し て生徒・ 保護者等に対する 情報提供等（ 小学校高学年時の体験

会、 中学校等の入学時のオリ エン テーショ ン 、 アプリ などによ る 地域ク ラ ブ活動の

実施状況等の情報提供等） を 円滑に行う こ と ができ る よ う 、 必要な協力を 行う こ

と 。  

⃞ 活動場所と し て学校施設を 活用する 場合や希望する 教員等によ る 兼職兼業が行われ

る 場合等には、 その円滑な実施のため、 市や学校と の必要な連絡調整を 行う こ と 。  

 

上記、 要件を 確認し まし た。  

  年  月  日 

 （ 宛先） 山形市長   

 

団体名            

代表者氏名         

 

 

 



 

様式第３ 号（ 第４ 条関係）  

 

指導者誓約書 

私は、 認定地域ク ラ ブ 活動において指導を 行う に当たり 、 「 記の事項を 遵守する こ と を

誓約し ます。  

記 

⚫ 関係法令、 団体の規約及び運営方針並びに国、 県及び山形市が示すガイ ド ラ イ ン 等の 

趣旨を 理解し 、 こ れを 遵守し ます。  

⚫ 生徒の生命及び心身の安全を 最優先に指導を 行い、 事故の防止に努める と と も に、 事 

故等が発生し た場合には、 団体が定める 諸規定に基づき 誠実に対応し ます。  

⚫ 暴力、 暴言、 ハラ スメ ン ト 、 虐待、 いじ め、 無視等の行為は、 許さ れない行為である  

こ と を 理解し 、 自ら こ う し た行為を 行わないと と も に、 参加生徒同士のこ う し た行為も

許し ません。  

⚫ 活動を 通じ て知り 得た個人情報を 適切に管理し 、 目的外利用及び第三者への漏えいを  

行いません。  

⚫ 本誓約に違反し た場合は、 各競技団体等の連盟又は協会及び山形市の指導等を 受ける  

こ と に異議はあり ません。  

 

年  月  日            

住 所 

氏 名 



 

様式第４ 号（ 第５ 条関係）  

第   号 

年  月  日 

  

 様 

 

                               山形市長  

 

認定地域ク ラ ブ活動認定通知書 

 

 年  月  日付けで申請のあっ た認定地域ク ラ ブ活動の認定について、 「 記のと お

り 認定するこ と と し まし たので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱第５ 条第

３ 項の規定によ り 通知し ます。  

 

記 

 

１  認定地域ク ラ ブ活動の名称 

 

２  認定期間         年  月  日から  年  月  日まで 

 

３  留意事項 

 

 

 

  



 

様式第５ 号（ 第５ 条関係）  

第   号 

年  月  日 

  

 様 

 

                               山形市長  

 

認定地域ク ラ ブ活動不認定通知書 

  

 

年  月  日付けで申請のあっ た認定地域ク ラ ブ活動の認定について、 「 記のと お

り 認定し ないこ と と し まし たので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱第５ 条

第４ 項の規定によ り 通知し ます。  

 

記 

 

１  地域ク ラ ブ活動の名称 

 

２  不認定の理由 

 

 

 

  



 

様式第６ 号（ 第８ 条関係）  

年  月  日 

 

（ 宛先） 山形市長  

 

     団体名               

代表者氏名             

 

認定地域ク ラ ブ活動変更届出書 

  

 

年  月  日付け 第 号で認定を 受けた認定地域ク ラ ブ活動について、 「 記のと

おり 認定に係る 事項に変更が生じ たので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱

第８ 条の規定によ り 届け出ます。  

 

記 

 

１  認定地域ク ラ ブ活動の名称    

 

２  変更事項          

 

３  変更年月日         

 

４  変更内容        （ 新）  

              （ 旧）  

 

５  変更の理由         

 

 

 



 

様式第７ 号（ 第９ 条関係）  

年  月  日 

  

（ 宛先） 山形市長 

 

     団体名               

代表者氏名             

  

認定地域ク ラ ブ活動休止届出書 

 

年  月  日付け 第 号で認定を 受けた認定地域ク ラ ブ活動について、 「 記のと

おり 活動を 休止する ので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱第９ 条第１ 項の

規定によ り 届け出ます。  

 

記 

 

１  認定地域ク ラ ブ活動の名称    

 

２  活動休止予定期間      

 

３  活動休止の理由         

 

 

 



 

様式第８ 号（ 第９ 条関係）  

年  月  日 

  

（ 宛先） 山形市長 

 

     団体名               

代表者氏名             

   

認定地域ク ラ ブ活動認定廃止申出書 

 

年  月  日付け 第 号で認定を 受けた認定地域ク ラ ブ活動について、 「 記のと

おり 活動を 廃止する ので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱第９ 条第２ 項の

規定によ り 認定地域ク ラ ブ 活動の認定の廃止を 申し 出ます。  

 

記 

 

１  認定地域ク ラ ブ活動の名称    

 

２  認定廃止予定日 

 

３  認定廃止の理由    

 

 

 

  



 

様式第９ 号（ 第１ ０ 条関係）  

第   号 

年  月  日 

 

 様 

 

                               山形市長  

 

認定地域ク ラ ブ活動認定取消通知書 

 

年  月  日付け 第 号で認定し た認定地域ク ラ ブ活動について、 「 記のと おり

認定を 取り 消し まし たので、 山形市認定地域ク ラ ブ活動の認定に関する 要綱第１ ０ 条第２

項の規定によ り 通知し ます。  

 

記 

 

１  認定地域ク ラ ブ活動の名称 

 

２  認定取消日 

 

３  認定取消し の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


